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研究成果の概要（和文）：これまでの競争度の指標は、適切に競争度を測定できない場合がある

ことが指摘されてきた。そこで新たに提案された Boone 指標を用いて、国内の都道府県、およ

び様々な国の銀行市場の競争度を測定した。これまでの指標と比較すると、Boone 指標はおお

むね同じ方向に競争度は変化するものの、変動がかなり大きいことが明らかとなった。また、

Boone 指標にはいくつかの推定方法が存在するため、それらのパフォーマンスをモンテカル

ロ・シミュレーションによって評価した。 
 
研究成果の概要（英文）：Earlier papers show that the existing measures of competition 
cannot identify competitiveness properly. In this project, we use Boone indicator to 
estimate the competitiveness for banking industry not only in Japan but also in many 
countries. Comparing Boone indicator with other measure of competition, the movement of 
these indicators are the same, while Boone indicator fluctuates greater than the others. 
We also simulate the performance of Boone indicator and show that the marginal-cost 
elasticity of profit is better than the other approaches. 
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１．研究開始当初の背景 
 産業の競争度を測定するために様々な指
標が利用されてきた。例えば、産業のシェア
を表す指標（ハーフィンダール指数など）は
計算の容易さから現在でもしばしば使われ
ているが、極めて競争的な市場では新規のイ
ノベーションを生み出した企業が一気にシ

ェアを握る可能性があるため、適切に競争度
を測定できない。その他の指標についても
様々な問題があり、いずれも十分とはいえな
かった。 
 そこで近年、Boone 指標という、利潤を比
較することで競争度を測定する指標が提案
され注目を集めている。例えば、極めて競争
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的な市場では、すべての企業がしのぎを削っ
ている中である企業がついに効率的な生鮮
方法を開発すると、その企業に一気に需要が
集中することで他の企業よりも圧倒的に多
くの利潤を得ることができると考えられる。
つまり、ごく一部の効率的企業が極端に高い
利潤率となっていることが観察できるはず
である。逆に、競争度の低い市場では、効率
的でない企業も効率的な企業もそれぞれ適
度に収益をあげている。特に何の特徴もない
小規模な小売店でも、周囲にほとんど商店が
存在しないのであれば、ある程度の売り上げ
が見込めるという発想である。これは我々の
直感と非常に良く合っている。ところが、ハ
ーフィンダール指標のような集中度を測る
指標では、前者のような競争的な市場を独占
的、後者を競争的だと判断してしまう可能性
がある。そのため、利潤を用いた指標の方が
これまでの指標よりも優れていると考えら
れるのである。 
 銀行市場は競争的であることが求められ
る一方で、金融システム全体は安定的でなけ
ればならず、競争度と産業全体の成果などと
の関係に関心が持たれている。Boone 指標は
このような分析に最も適している。 
 
２．研究の目的 
 銀行業の競争度は規制やその緩和の効果
を調べるために役に立つ。また、景気循環や
経済政策の波及効果を測定する際にも、銀行
業を通した効果が重要になる場合があり、競
争度によってその効果が変化するかもしれ
ない。したがって、様々な地域・国ごとに銀
行業の競争度の推定を行うことで、金融シス
テムの安定だけでなく、経済政策を考える上
でも有効であると考えられる。 
 とりわけ日本では、1980 年代の金融緩和や
1990 年代後半の日本版金融ビッグバンなど、
度々銀行業に対する規制の変化が見られた。
銀行業は経済に極めて広範な影響を持つた
めに、ある程度競争を抑制することで金融シ
ステム全体を安定化することが求められる。
しかしながら、上記のような規制緩和によっ
て急激に競争度が高まってしまうと、金融市
場は不安定になってしまうかもしれない。実
際、1990 年代後半には金融不安が見られ、そ
れが競争度の変化に由来するものであった
可能性もある。 
 したがって、先ず銀行業の競争度を測定す
ることで競争度が時系列でどのような変化
をしてきたのかを観察し、さらに、それがど
のような要因によって引き起こされ、経済に
どのように影響を与えたのかを推定するこ
とで、銀行業に対するより深い理解につなが
るであろう。 
 
３．研究の方法 

 Boone 指標は、(1) 利潤の限界費用に対す
る弾力性、(2) ある特定の企業の利潤とそれ
ぞれの企業の利潤との比、(3) ある特定の企
業の利潤との差および別の特定の企業と利
潤差の比という３つの方法で推定できる。
(1) については、自然対数をとった利潤と限
界費用とを回帰分析することで容易に得る
ことができる。(2) については、２つの企業
の利潤の比を計算するか、あるいはそれを限
界費用と回帰することで推定できる。(3) に
ついては、様々な方法が考えられるが、例え
ば、最も効率的な企業の利潤からある企業の
利潤を引いたものを分子、その企業の利潤か
ら最も非効率的な企業の利潤を引いたもの
を分母として、その比をとることで推定可能
である。また、これを(2)と同様に回帰分析
しても良い。このように、Boone 指標は利潤
に比較という発想から、数多くの推定方法が
提案されている。 
 その一方で、これらのうち、どの推定方法
が効率的なのかを検証した分析はこれまで
なかった。そこで本研究ではこれらの手法を
クールノー型のモデルをシミュレーション
したデータについて推定することで検証を
行った。さらに、実際の地域別・国別のデー
タで推定を行い、横断面でも時系列でも銀行
業の競争度を比較することができるように
した。推定した Boone 指標は従来の指標の推
定値と比較することで、どのように異なり、
どのような特徴を持つのかを明らかにする
ことができる。 
 
４．研究成果 
 日本の銀行業についてBoone指標を推定し
たところ、1990 年代後半から、変動をとも
ないつつ緩やかに 競争的になっていたこと
が分かった。さらに我々は、銀行業の競争度
推定で頻繁に用いられる HHI、価格費用マー
ジン、H 統計量との比較も行った。これらの
指標は、日本の地域金融市場 が長期的に非
競争的になっていることを意味しているが、
我々の推定した Boone 指標は逆に 長期的
に競争的になっていることを示唆している。 
 また、Boone 指標にはいくつかの推定方法
が存在するため、シミュレーションでこれら
のパフォーマンスを検証し、利潤の限界費用
に対する弾力性を用いる方法が優れている
ことを示した。幾つかの推定方法では極めて
高い確率で市場の競争度の変化を適切に捉
えることが明らかとなった。とりわけ、利潤
と限界費用をそれぞれ対数変換して線形回
帰する方法ではサイズも検出力も良い結果
が得られる。標本数に制約がある場合でも、
相対利潤を用いることで競争度の変化を検
証することが可能である。もちろん、推定上
の問題は全て解決されたわけではないが、今
後、シミュレーションや実証分析が進められ



 

 

ることによって多くの問題が解決され、様々
な市場の競争度の変化が明らかにされるよ
うになるかもしれない。 
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